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ブラウザーに関しては「Netscape」の独壇場であることを、改めて実証する結

果となった。図31（CSJ調査。N＝2,544）と図32（既接続者のみ対象。N＝950）

がそれである。

まず、図31から見ると「Netscape」の占める割合は83.4％に達し、２番手の

「Mosaic」でもわずか13％という状況だ。また、図32では「Netscape」が77％の

シェアであるのに対して「Mosaic」は4％、「Windows 95」の発売前には注目さ

れた「Internet Explorer」も3％と伸び悩みが感じられる。これは世界的な傾向と

なっているようで、16で例示したランダム・ヤフー・リンクの統計調査でも

「Netscape」が70.1％を占め、以下「Mosaic」（18.4％）「Lynx」（5.8％）の順とな

っている。

OS別にブラウザーの利用状況を見たのが図33（CSJ調査）。「Mac」ユーザーで

は、ほとんどすべての人が「Netscape」を利用している。「Windows」ユーザー

も9割近くが「Netscape」だ。一時期、定番といわれた「UNIX」と「Mosaic」

の組み合わせも様相が変わってきている。ちなみにランダム・ヤフー・リンクの

統計調査で世界的な視野から見ると、最も多いのが「Windows」と「Netscape」

の組み合わせで51.6％。２位の「Mac」「Netscape」（14.1％）に37ポイントもの

差をつけている。

18.プロバイダー選択の基準

インターネットにアクセスするためのプロバイダーの選択基準について聞いた

のが図34である（インプレス調査：既接続者のみ対象。複数回答。「学校・会

社」:N＝651、「自宅」:N＝705。図16で「会社と自宅の両方」の回答者はいずれ

の対象ともなる）。

「自宅」の場合には「低料金」（55％）が断然多く、以下「アクセスポイント

が近い」（17％）「回線が混んでいない」（7％）となった。「低料金」に「アクセ

スポイントが近い」まで含めると実に72％となり、自宅利用者の関心はもっぱら

利用コストに集中していると思われる。とにかく利用コストが安いのが第一で、

回線の混み具合は二の次、信頼性やアフターケアは三の次、四の次といったとこ

ろか。

それに対し「学校・会社」では「回線が混んでいない」（29％）がトップで、

以下「低料金」（21％）「信頼感がある」（8％）という結果となった。自分の懐を

痛めなくていい（？）「学校・会社」では、利用コストよりも快適に利用できる

環境の方に関心があることがわかる。知名度やアフターケアについては自宅利用

者同様、選択基準としてあまり重視されていないようだ。

19.未接続者の実態
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インターネット利用者の実像と利用状況
第 3 章インターネットの現状

図32 使用しているブラウザー (I)
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図33 使用しているブラウザー (C)
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図34 プロバイダーの選択基準 (I)
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